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研究成果の概要（和文）：大規模災害発生時に、災害弱者（言語マイノリティ）となる外国人被

災者に「どうすればいいか」を伝え、安全な場所へ速やかに誘導する災害情報の伝達表現につ

いて研究した。災害時には複数の言語で伝えるよりも日本語に不慣れな外国人でも理解できる、

たとえば買い物をしたりバスに乗ったりする程度の日本語（やさしい日本語）で伝えることが

効果的なことを実証し、「やさしい日本語」化のための語彙や文法構造、読み方スピード、掲示

物の表記方法等を具体的に示した。さらに「やさしい日本語」による伝達方法が災害時の外国

人にはもっとも確実なことを検証実験で統計学的に位置づけ、誰もが「やさしい日本語」を作

れるよう「やさしい日本語化支援システム」を作成した。 

 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 6,300,000 1,890,000 8,190,000 

2007 年度 5,300,000 1,590,000 6,890,000 

2008 年度 3,800,000 1,140,000 4,940,000 

    

    

総 計 15,400,000 4,620,000 20,020,000 

 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：言語学・日本語教育 
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１．研究開始当初の背景 

 95年以来の研究で、発災直後からの72

時間は「やさしい日本語」による情報の

伝達が外国人被災者に有効なことを明ら

かにしてきた。弘前市における留学生を

対象にした実験・調査では、日本語能力

試験の級で分類した場合、3、4級程度の

外国語話者に対し「やさしい日本語」（以

下EJと呼ぶ）の役立つことが分かった。 

 また、直接生死にかかわる災害時医療

の現場や公衆衛生的配慮が求められる避

難所においては、救命率・避難生活のク

オリティ向上のため、正確な情報を取得

する重要性が高まる。しかし、文化の違

い等による、身体、症状等の表現に差違

があるにもかかわらず、今まで災害時医

療の現場で正確な情報を取得する方法に
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ついての研究が求められてきた。医療関

係者が必ずしも言語に堪能ではなく、ま

た現場では本来の医療に忙殺される。正

確な情報の取得が、たまたま対応する医

師の個人的力量に依存することになって

しまう。一方で、阪神淡路大震災のよう

な大規模災害の初期現場に多言語の通訳

を迅速に派遣することは困難である。多

言語シートで想定している状況に救急医

療の現場はあまり含まれていない。初期

災害の現場から、後方支援まで幅広くフ

レキシブルに対応可能なのが災害現場医

療担当者が活用できる「やさしい日本語」

だと考えた。 

 しかし緊急性の高い情報を誤解が生じ

ないよう、かつ簡潔に伝えることは、じ

つは日本語を外国語に翻訳するのに近い

表現力を求められるものであった。その

ようなこともあって、「やさしい日本語」

で災害情報を伝えようとする行政やボラ

ンティア団体、マスコミ関係者からは、

「やさしい日本語」を容易に作ることの

できる方法が求められた。そこで本研究

では、民学官、NPOの協働による施策・施

行型の研究組織による、フィードバック

をもとに研究を進める方法をとることに

した。 

 
２．研究の目的 

 (1) 日本語能力が初級の外国人にも理解

できる日本語表現を構文化（文法書）する 

 (2) 災害時に多用される災害必須語およ

び難解語彙の言い換え表現を辞書化する 

 (3) (1)(2)での「やさしい日本語」の辞書

や文法書に基づいて「やさしい日本語」化を

容易にする支援ソフトを作る 

 (4) 災害発生時に情報弱者になりやす

い外国人でも確実に情報を聞き取れる防

災無線や広報車、ラジオなどから流される

災害情報が、ゆっくりでありながらも的確に伝

わる読み方や発音、イントネーションの保ち方

といった音声情報を「やさしい日本語」で伝え

るための指針を作る 

 (5) 「やさしい日本語」の使用によって助

かる日本在住外国人の割合の統計学的シミ

ュレーションを実施する 

 (6) 外国人が集住する地域であっても

「やさしい日本語」での災害情報は効果

的なことを実証する 

 (7) 災害時に的確な傷病程度の判断・

分類、適切な治療を受けられ、避難所生

活おいても優良な公衆衛生環境を得られ

る「やさしい日本語」を用いた公衆衛生

情報の提示法を考案する 

 

３．研究の方法 

 研究の目的を達成するための大きな研

究軸を決めた。 

(1) 「やさしい日本語」表現の辞書化と 

  文法要素を構築する研究軸 

 ① 日本語能力が３級程度の外国人も理

解できる「やさしい日本語」表現の辞書

化と文法要素の構築を行うために「地震

時の緊急コメント」EJ版の文法的な特徴

について、NJ版と対比させる。「地震時の

緊急コメント」と「災害時の広報文例」には重

複する部分もあり、「地震時の緊急コメント」の

方が一般性が高いことから、「地震時の緊急

コメント」に対象を絞ってEJ版の検討する。得

られた「地震時の緊急コメント」EJ版について、

研究分担者が分担して語彙・表現、文法、談

話構造の側面から分析する。 

 「やさしい日本語」による情報提供のために

は、理解しやすい談話構成を考える必要があ

り、この談話構造の分析の成果を用いて、あ

る日本語文を形態素解析して、読みや品詞、

原型を与えると同時に、日本語検定語彙レ

ベルを付与する。 

 ②つぎに日本語の災害語彙はどのような関

係でつながっているのかを明らかにする。阪

神淡路大震災(1995)を経験した子供たちの

書いた作文集『どっかんグラグラ』(兵庫県国

語教育連盟、 1995)と日本海中部地震

(1983)を経験した子供たちの作文集『先生、

地震だ』(田中、 1985)に収められている全作



 

 

文157本をもとに災害基礎語彙をシソーラス

化する。 

 

(2)「やさしい日本語」化を支援するパソ

コン用ソフトを開発する研究軸 

「やんしす」が「やさしい日本語化作成

支援システム」であると言うと(a)「普通

の日本語（以下NJ）」で作成した文章を

「やさしい日本語（以下EJ）」で書かれ

た文章に変換する翻訳システムを想像す

る人が多い。しかし3年間で(a)を実現す

ることは難しいと考え、(b) ユーザの入

力に対して､「どこがわかりにくいか」を

指摘する「やさしい日本語」化のための

支援ソフトを開発することにした。基本

作業として、内容的にまとまりのあるメ

ッセージをEJで作成し、同時にその作成

過程で「やさしい日本語」そのものの特

徴について検討を行っていくことにした。 

 

(3)（１）で得られた構文を使った放送時の

音読スピードについての聞き取り実験

を行う研究軸 

FMアップルウェーブなどでの「やさし

い日本語」運用では「。」は１秒以上1.5

秒程度、「、」は0.7秒以上という漠然と

したポーズ時間が考えられている。また

１文の長さは、単純な「主語+述語」では

途中に必ず読点が入るために２つの部分

に分けられる。主語部分、または述語部

分はイントネーションの問題から１呼吸

で伝えるので、通常のアナウンサー（ま 

たは広報担当者）が通常の一息で伝えら

れる７秒程度に規制される。仮に280～

180拍／分とすると、42～65拍程度が望ま

しい値となる。漢字かな交じり文では１

文が28～42文字程度が目安となると考え、

聴取実験を行う。 

 

(4) 日本国内に居留あるいは定住して

いる外国人の日本語能力ををもとに「や

さしい日本語」を使った避難情報の伝達

効果について統計学的に推定する研究軸            

 日本語レベルが２級の外国人にNJを用

いた避難指示をしたら理解できる人は

50％であるが、３級レベルの人はわずか

10％しか理解できないとする。内容を把

握できた人は２次災害に会わないが、内

容が把握できない人は2次災害を被ると

する。2級レベルがＮ2人、３級レベルが

Ｎ3人の集団では、2次災害を回避できる

率をＲとすると 

  Ｒ＝（0.1×Ｎ3＋0.5×Ｎ2）／（Ｎ2＋Ｎ3） 

となる。一般には日本語レベルをｋとし、

レベルｋの人の人口をＮ(ｋ)、レベルｋ

の人が2次災害を回避できる率をｐ(ｋ)

とすれば、 

  Ｒ＝（Σｐ(ｋ) Ｎ(ｋ)）／（ΣＮ(ｋ)） 

  （Σは色々なレベルｋの和を取ることを示す） 

である。NJの替わりにEJを用いたときに

も同様の式で2次災害の回避率を算定で

きる。すなわち、レベルｋの人がEJによ

って2次災害を回避できる率をｑ(ｋ)、全

体の回避率をＳとすれば、 

  Ｓ＝（Σｑ(ｋ) Ｎ(ｋ)）／（ΣＮ (ｋ)）  

である。 

  Ｓ－Ｒ＝［Σ（ｐ(ｋ)－ｑ(ｋ)）Ｎ(ｋ)］／ 

  （ΣＮ(ｋ)） 

がEJを用いることによる効果となる。日

本国内に済む外国人の日本語能力を把握

する調査を行うことで、この仮説を使っ

た避難情報の伝達効果について検証する

ことにする。 

(5) 受傷機転及び災害時要援護者に問診 

 する「やさしい日本語」問診票を試作 

 する研究軸 

 「やさしい日本語」活用は問診が行わ

れる第二次トリアージの第三段階以降に

なると判断し、第一段階トリアージで用

いられるトリアージタグを問診票モデル

とした同形同大の台紙に問診文を配置し

た問診票を試作する。問診項目はSTART式

ﾄﾘｱｰｼﾞ（日本DMAT）に準拠し、それらに

ついての「やさしい日本語」化を施す。 

 

４．研究成果 

(1) 「やさしい日本語」表現の辞書化と文法

要素の構築する研究軸についての研究成果 

 談話構造の分析結果から、EJ では談話構造

を定型化してコメントを作成するのが良い

ことが判明。一般に、利用できる言語表現が

制限されればそれだけ情報伝達において文



 

 

脈に依存する比率が高くなるが、談話構造を

定型化することは、まさに文脈を制限するこ

とで情報内容の文脈依存可能性を高め、語

彙・文法の制限による情報内容の少なさを補

うことになる。このことより「地震時の緊急

コメント」EJ 版を作成し、その後、NJ 版に

ついても分析を行い、EJ 版と NJ 版を比較す

ることで EJ の特徴を明らかにした。 

 その結果、理解しやすい日本語の言語表現

は、①文の構造が簡単であること、②①と連

動して、1 文の長さが長すぎないこと、③文

意が明確であること、④③の条件の１つとし

てそれぞれの単語や表現が１つの意味だけ

を表すものであること、⑤発音が明瞭である

こと、⑥ゆっくり話すことなどを明確にした。

また音声情報は 1文１情報が望ましく、情報

を順次展開していく場合は、可能な限り、前

の文に使われたことばを次の文頭に置くこ

とにした。 

 次のような語が「やさしい日本語」にとっての

重要な災害語彙になることを明らかにした。被災

した小学生の使用頻度が高い順に並べると「＊

避難」「＊潰れる」「＊電気」「＊助かる」「＊震え

る」「＊収まる」「＊震度 」「＊余震」「＊津波」「＊

体育館」「無事」「助ける」「懐中」「叫ぶ」「校庭 」

「崩れる」「傾く」「地面 」「被害」「ひび」「給水」

「灯」「ボランティア」「揺れ」「煙」「破片」「汲む」

「襲う」「地割れ」「傷」「マグニチュード」「救急車」

「大震災」「割れ」「グランド」「潜る」「燃える」「下

敷き」「波」「盛り上がる」「沈む」「ひび割れ」「瓦」

「スピーカー」「ひび割れる」「消火器」「天井」「心

臓」であった。とくに上位の 30 語（最重要語）に

は、＊を付した 10 語が使われていた。これら 10

語は、異なる複数の重み付けをしても常に上位

に来るもので、とくに「避難」は群を抜いて多用さ

れていた。このような構文分析の結果、完成し

た EJ 表現は次の通り。 

＜NJ＞    

 地震です 

 放送局のスタジオはかなり揺れています 

 落ち着いてください  

 揺れは間もなくおさまります 

＜EJ＞ 

 地震です。 

 放送局は地震で揺れています。 

 落ち着いてください  

 地震はもうすぐ止まります 

 

(2)「やさしい日本語」化を支援するための

パソコン用ソフトを開発する研究軸につい

ての研究成果 

理解しやすい談話構造を形態素解析して、

外国人に提示したい日本語がやさしいか

どうかを判定するための「やさしい日本

語」化支援システムを作成した。システ

ムが表示するアドバイスとして、警告パ

ターンデータベースによるものの他に、

入力文の長さによる警告を実装した。文

が入力されたとき、形態素解析結果から

文の読みを取得し、その読みが30モーラ

を越えた場合に「やや長い」、40モーラ

を越えた場合に「長すぎる」という警告

を表示する。30モーラ・40モーラという

数字は、災害時の緊急コメントの「やさ

しい日本語」版の文の長さの統計を取っ

た結果において、平均約19モーラ、標準

偏差約10モーラであったことに基づく。

平均+標準偏差が約30モーラ、平均+標準

偏差×2が約40モーラなので、文のモーラ

数が正規分布すると仮定したとき、「や

さしい日本語」の7割以上が30モーラ以下、

9割以上が40モーラ以下となる。 

 

(3) 「やさしい日本語」の構文を使った

放送時の音読スピードの聞き取り実験を

行った結果 

 文法構造を音声化して伝える場合に必

要になるのは、「意味の切れ目がはっきりし

ていること」「修飾節は単純な構造になって

いること」「主体がなるべく変化しないこと」

である。「主体が変化しない」というのは、主

語になるものが「市役所」であったのに、文

が続くうちに「被災者」に変わることがないよ

うにということである。 

調査では280拍／分程度を使用してみ

たが、この速さならば十分に伝わること

が比較実験で確かめられた。「やさしい

日本語」を実用化する場合、280拍／分で

は日本人視聴者は、やや遅すぎるという

印象を受ける。このため、「やさしい日

本語」を日本人、外国人両方に都合よい

速度で伝えることが今後の課題である。



 

 

現在、その調和点を探っている。 

(4) 日本国内に居留あるいは定住してい

る外国人の日本語能力ををもとに「やさ

しい日本語」を使った避難情報の伝達効

果について統計学的に推定する研究につ

いての成果 

 日系ブラジル人・チリ人の調査を行うと共に、

日本在住の外国人の日本語能力を簡便に

知るためのポルトガル語とスペイン語によるイ

ンストラクションビデオを作成して調査した。そ

の結果、外国人の集住地域であっても、災

害時には「やさしい日本語」で災害情報

を伝えることは効果的なことを統計学的

に検証した。現在、外国人の日本語能力を

もとにした居住マップを作成中。 

(5) 受傷機転及び災害時要援護者に問診 

 する「やさしい日本語」問診票を試作 

 する研究についての成果 

 今回の研究では医療現場での実地検証ま

でには至らなかった。理由の１つは、「やさ

しい日本語」化するに際して未だ不満足な点

が多々あること。もう一つは、運用方法の救

急サイドとのすり合わせが不十分であるこ

となどである。救急の現場でもまだトリアー

ジ教育が徹底中であり、さらに新システムの

実験の負荷をかける事は好ましくないとい

う意見があった為である。しかしながら、裏

返せば、それらがクリアできれば実地への適

応が可能ということでもある。これにより現

場の負担の軽減、さらには同一カテゴリ内で

の搬送順位決定の判断材料としても寄与す

るものになりうると考えた。 
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